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平成２１年１２月 
 
国際交流学科発表団体各位 
（小代ゼミナール） 

 
国際交流学科フィールドワーク発表会１年生感想 

 
 

  

 ￥ 

    

 発表者：楊欣；ジェリック・エスゲラ  質疑応答担当：太田なつみ  パワーポイント；時田亮  

フィールドワーク発表会お疲れさまでした。 発表会に出席した１年生を対象とした アンケートに、

興味を持ったゼミ発表の感想を書く記入欄を設けました。 以下は、小代ゼミの発表に対する感想、コ

メントです。 順不同で、そのままを記載します 
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・キャンパスでのことなど、具体的な内容で興味がもてました。 
 
・留学生と私たちの国際交流の理解の違いを知るのはとても興味深かった。 
 
・小代ゼミの発表は、身近だけどシビアな視点での交流で改めて気付かされる事が多かっ

た。ちゃんとまとめられていて、聞きやすかった。 
 
・本当の国際交流とは、単に伝統を紹介したりするだけではない、と私も前から考えてい

ました。そして意見交換において確かに日本人は気をつかいすぎたり、どうも太平洋戦

争のことが交流のネックになっていると思いました。 
 
・本当の国際交流のあり方を留学生の観点から聞くことができていろいろ考えさせられた。 
 
・私が疑問に思っていたこと、知りたいことをきけてよかった。 
 
・私たち、日本人と留学生との国際交流において、発表を聞いて、なるほど！と思った。

お互いの良い所、悪い所･･･越えていかなければならない壁です。 
 
・二人の留学生が日本語で発表していて、発表内容も的確で胸に突きささりました！！ 
 
・他のゼミはゼミの内容を話していたけど小代ゼミは失敗したことなどを言っていたので

よかったと思った。 
 
・今「日本語教授法」の授業で、日本文化を教える際に伝統文化以外に何かないかなと考

えていた所だったので参考になった。また、ただ交流するだけでなく方法とかをとても

しっかり考えているなと思った。 
 
・小代ゼミさんにすごい興味がありました。留学生との交流はこれからもっとさかんにし

た方がいいと思います。 
・留学生と日本学生のステレオタイプについて興味がわいた。 
 
・とてもためになった。言っていることすべて正しくて図星になった。 
 
・私達が本当に考えるべき国際交流というものがどういったものであるのか改めて考えさ

せられた。 
 
・留学生のゼミ生が国際交流とは本当に何なのか留学生が詳しく教えてくれたのは自分が

“交流”について考え直す機械がもてた。 
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・留学生の視点を中心とした発表でとても新鮮だった。 
 
・とても興味をもって聞くことができました。「交流」について真剣に考えていて面白かっ

た。 
 
・今まで私自身国際交流とはお互いの文化を教えることだと思っていたが、相手側の意見

にも耳を傾ける必要があると分かった。一方的では国際交流ではないと感じた。 
 
・留学生側の面から見た日本人と日本人からみた留学生をうまく説明してくれて、興味を

持てた。 
 
・今まで気づかなかった部分を指摘された。また、私も、ただ、自国の文化を発表しても、

その背景がわからないと面白くないと思います。 
 
・留学生の日本語がうまくてびっくりした。他の発表とは違う観点でおもしろかった。 
 
・国際交流にあり方について考えさせられました。 
 
・どのようにこれから交流をしていけばよいのか、考え方の違いなどもよくわかった。 
 
・留学生である私にとってもっとも興味深かったです。留学生の立場からみた三島キャン

パスの日本学生と留学生との交流現状に共感できました。 
 
・普段留学生とかかわる機会があっても、歴史問題など聞きづらいことについて話すチャ

ンスがあるのはいいと思いました。 
 
・各国がステレオタイプに固定されがちであることを改めてわかることができました。 
 
・自分を含めもっと学生は留学生と交流するべきだと感じました。 


